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けに､子どもの ｢キレる｣現象は社会問題化した (斎藤 1999､正高2001､長櫓2010)｡その後























H県K市のM小学校の協力を得て､小学校 3年生 184名､小学校4年生 163名､計347名を
対象に質問紙を実施した｡有効回答数は341名 (98.2% )である｡内訳等の詳細は以下の通り
である｡
小学校3年生 :有効回答数 181名 (男子91名､女子90名､有効回答率98.3%)
回答者の平均年齢 男子8.67歳 (sD値 0.47)､女子8.73歳 (sD値 0.44)
全体8.70歳 (sD値 0.45)
小学校4年生 :有効回答数 160名 (男子82名､女子78名､有効回答数98.1%)
回答者の平均年齢 男子9.77歳 (sD値 0.42)､女子9.81歳 (sD値0.39)
全体9.79歳 (sD値0.41)
(3) 質問紙の内容











② ｢キレる｣頻度について:長櫓 (2008)の高学年児童を対象とした調査では､下坂ほか (2000)




















(1) ｢キレる｣現象の意味について :クロス集計の結果を表 1に示す｡
表1.中学年児童のrキレる｣現象の解釈
カテゴリー イライ 怒りの ムカム 自分の 青葉辻 攻撃 やる気 休閑が その他 合計
ラした 気持ち カした 気持ち いが悪 する がなくな 悪くなる
気持ち をあら 気持ち を押え くなる る
になる わす になる きれな
くなる
3年生 男子 度数 54 50 41 26 33 17 6 2 4 233
性別の% 23.2 21.5 17.6 11.2 14.2 7.3 2.6 0.9 1.7 100.0
調整済み残 -0.5 0.0 -0.6 -1.l l.2 2.0 -0.5 -0.1 0.6
女子 度数 51 43 40 30 21 6 7 2 2 202
性別の% 25.2 21.3 19.8 14.9 10.4 3.0 3.5 1.0 1.0 100.0
調整済み技 0.5 0.0 0.6 1.1 -1.2 -2.0 0.5 0.1 0ー.6
小計 度数 105 93 81 56 54 23 13 4 6 435
学年の % 24.1 21.4 18.6 12.9 12.4 5.3 3.0 0.9 1.4 100.0
調整済み残 0.3 -0.5 1.4 -1.2 0.1 0.0 0.0 0.1 -0.2
4年生 男子 度数 48 57 32 39 34 12 6 2 3 233
l生別の % 20.6 24.5 13.7 16.7 14.6 5.2 2.6 0.9 1.3 100.0
調整済み残 -1.4 0.9 -0.9 0.6 1.6 -0.3 -0.6 0.0 -0.4
女子 度数 60 48 38 34 22 13 8 2 4 229
性別の% 26.2 21.0 16.6 14.8 9.6 5.7 3.5 0.9 1.7 100.0
調整済み残差 1_4 -0.9 0.9 -0.6 -1.6 0.3 0.6 0.0 0.4
小‡十 度数 108 105 70 73 56 25 14 4 7 462
学年の % 23.4 22.7 15.2 15.8 12.1 5.4 3.0 0.9 1.5 100.0
調整済み残差 -0.3 0.5 -1.4 1.2 -0.1 0.1 0,0 0.0 0.2
合計 度数 213 198 151 129 110 48 27 8 13 897
学年 の % 23.7 22.1 16.8 14.4 12.3 5.4 3.0 0.9 1.4 100.0
残差>1.65 † p く.10
残差>1.96 * pく.05
残差>2.58 ** p く.01
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カテゴリー の出現順位と学年差 :学年別のカテゴリー 出現順位を以下に示す｡
《3年生》1位 ′｢イライラした気持ちになる意味｣105名 (24.1%)､2位 ｢怒りの気持ちをあら
わす意味｣93孝.(21.4%)､3位 ｢ムカムカした気持ちになる意味｣81名 (18.6%)






《3年生男子》 1位 ｢イライラした気持ちになる意味｣54名 (23.2%)､2位 ｢怒りの気持ちを
あらわす意味｣50名(21.5%)､3位｢ムカムカした気持ちになる意味｣41名(17.6%)
《3年生女子》 1位 ｢イライラした気持ちになる意味｣51名 (25.2%)､2位 ｢怒りの気持ちを
あらわす意味｣43名(21.3%)､3位｢ムカムカした気持ちになる意味｣40名(19.8%)
Pearsonのx2検定の結果､｢キレる｣現象の解釈に性差は無かった(x2(8)=7.410,p=n.S)0
《4年生男子》 1位 ｢怒りの気持ちをあらわす意味｣57名 (24.5%)､2位 ｢イライラした気持
ちになる意味｣48名 (20.6%)､3位 ｢自分の気持ちを抑えきれなくなる意味｣
39名 (16.7%)







カテゴリー 一票 許 諾 tJi=翌 B.i:i諾 遇豊 富か 繁 男 晋 -
Jl{;h点
3年生 男子 度数 6 41 18 16 10 91
性別 の% 6.6 45.1 19.8 17.6 11.0 100.0
調整済み残差 -0.6 -2.0 1.2 0.8 1.6
女子 度数 8 54 12 12 4 90
性別 の% 8.9 60.0 13.3 13.3 4.4 100.0
調整済み残差 0.6 2.0 -1.2 -0.8 -1.6
小計 度数 14 .95 30 28 14 181
学年 の% 7.7 52.5 16.6 15.5 7.7 100.0
調整済み残差 0.8 1.7 _0.2 -2.3 -0.1
4年生 男子 度数 5 39 15 18 5 82
性別 の% 6.1 47.6 18.3 22.0 6.1 100.0
調整済み残差 0.3 1.2 0.3 -1.1 -1.0
女子 度数 4 30 13 23 8 78
性別 の% 5.1 38.5 10.7 29.5 10.3 100.0
調整済み残差 -0.3 -1.2 -0.3 1.l l.0
小計 度数 9 69 28 41 13 160
学年 の% 5.6 43.1 17.5 25.6 8.1 100.0
調整済み残差 -0.8 -1.7 0.2 2.3 0.1
合計 度数 23 164 58 69 27 341



































(3) キレた時の状態について :クロス集計の結果を表 3に示す｡
表3.中学年児童のキレた時の状態
カテゴリー イライラ言葉遣別のムカム力攻撃 自分のやる気が我慢 悲しく体調が 合計
した いが 気持ちした気持 する気持ちなくなる する なる 悪く その他
気持ち変わるでいつぱちになる を抑えき なる
になる いになる れない
3年生 弟子反致 54 47 36 31 '36 19 12 '12 '6 2 4 259
性別の% 20.8 18.1 13.9 12.0 13.9 7.3 4.6 4.6 2.3 0.8 1.510.0
調整済み技差 44 1.l l.3 -1.1 3.0 0.8 -0.4 ,2.7 .2.0 -0.3 .1.3
女子度数 45 29 20 31 '1 1 1 '23 '12 2 7 202
性別の% 2.3 14.4 9.9 15.3 5.4 5.4 5.4 1.4 5.9 1.0 3.510.0
調整済み簸差 0.4 .1.1 -1.3 1.1 -3.0 8.8 0.4 2.7 2,0 0.3 1.3
小計度数 9 76 56 62 I47 ●30 23 ●★35 18 4 1 461
学年の% 21.5 16.5 12.1 13.4 10.2 6.5 5.0 7.6 3.9.0.9 2.410.0
調整済み技差 0.4 -1.3 -1.0 0.4 1.6 -2.0 .0.9 3.4 0.7 -0.8 0.6
4年生 男子芦,FIー 47 52 35 28 19 26 14 7 6 3 7 24
性別の% 19.3 21.3 14.3 1.5 7.8 101 5.7 2.9 2.5 1.2 2.910.0
調整済み浅差 A.6 0.8 0.0 -0.7 0.5 0.4 -0.6 0.3 -0.8 -0.4 1.7
女子度数 52 4 35 3 16 23 17 6 9 4 2 241
性別の% 21.6 18.3 14.5 13.7 6.6 9.5 7.1 2.5 3.7 1.7 0.810.0
調整済み技差 0.6 -0.8 0.1 0.7 .0.5 -0.4 0.6 -0.3 0.8 0.4 .1.7
小計度数 9 96 70 61 I35 -49 31 ★13 15 7 9 485
学年の% 20.4 19.8 14.4 12.6 7.2 10.1 6.4 2.7 3.l l.4 1.910.0
調整済み技差 A.4 1.3 1.0 ,0,4 .1.6 2.0 0.9 -3.4 -01 0.8 -0.6













カテゴリー の出現順位と性差 :各学年の性別によるカテゴリー 出現順位は次の通りである｡
《3年生男子》1位 ｢イライラした気持ちになる｣54名 (20.8%)､2位 ｢言葉遣いが変わる｣
47名 (18.1%)､3位 ｢怒りの気持ちでいっぱいになる｣｢攻撃する｣36名 (13.9%)
《3年生女子》1位 ｢イライラした気持ちになる｣45名 (22.3%)､2位 ｢ムカムカした気持ちに




《4年生男子》1位 ｢言葉遣いが変わる｣52名 (21.3%)､2位 ｢イライラした気持ちになる｣
47名 (19.3%)､3位 ｢怒りの気持ちでいっぱいになる｣35名 (14.3%)
《4年生女子》1位 ｢イライラした気持ちになる｣52名 (21.6%)､2位 ｢言葉遣いが変わる｣
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